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3 年間の実践・啓蒙および研究活動は、研究成果として書籍および研究論文として発表するだけでなく、教育現場での性の多様
性に関する教員の理解と具体的な対応への取り組みに拡大している。これには、プロジェクト成果の 1 つで 2019 年 6 月に出版
された「LGBTQ+の児童・生徒・学生への支援」が教員および臨床心理士への指針として活用しやすい書籍として地域貢献につな
がっている。さらに、性的多様性のある児童生徒、学生への直接的支援を継続するとともにそこから得られたデータの蓄積、国
内外の比較研究から、変容し続ける教育分野に対応するための新しい知見および対応、課題が見いだされた。 
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